




























































































































































一 ユ 発 句 大 廻 卜 云
在 口 伝
山 ハ 只 岩 木 ノ シ ヅ ク 寿 ノ 雨松 風 ハ 常 葉 ノ シ グ レ 秋 ノ 雨五 月 雨 ハ 嶺 ノ 松 風 カ ゼ 谷 ノ 水
三体発句
ア ナ タ ウ ト 春 日 ノ ミ ガ ク 玉 油 嶋
此 等 ハ 切 タ ル 句 也 、




構 造 と 非 常 に よ く 似 て い る 。 特 に 「 三 体 発 句 」 の 「 ア ナ タ ウ ト 」を芭蕉が意識していたとしたら、日光の句の初案は「あなたふと」で あ っ た か も し
れない。芭蕉はこれとの等類を気にして「あな」
を 「 あ ら 」 に 直 し た と い う こ と も 考 え ら れ る 。
この後の「大まはし」の用法について
は 、 伝 宗 祇 の 「 連 歌 諸 林
秘 伝 抄 』 （ 前 掲 古 典 文 那 ― 一 三 ）
の 「 発 句 の
切字」の後に付せら
れ た 説 明 に 具 体 例 が 示 さ れ る 。
此 外 ） 大 ま は し と い う 事 あ り 、 物 の 名 を み つ 入 候 へ ば 切 字
な く て も 苦 し か ら ぬ よ し 古 人 の 申 候 ひ き 、
五 月 雨 は 嶺 の 松 風 谷 の 水 （ 摂 政 殿 ）
か や う の た ぐ ひ に て 有 べ く 候 、
こ れ が 先 の 『 長 短 抄
j






こ の 連 歌 に お け る 切 字 を 入 れ ず に 発 句 を な す 手 法 を 俳 諧 に 取 り









丙 申 睦 月 初 五 日 菰 校 合 之同 五 月 十 四 日 謹 写 之
延 宝 元 癸 丑 冬 吉 日




右 一 冊 先 年 已 雖 書 記 以 有 当 時 不 用 之 儀 今 改 而 示 学 者 者 也
延 宝 元 年 十 月 良 辰
此 咎 雖 為 家 伝 之 深 秘 宗 房 生 依 誹 諧 執 心 不 浅 免 書 写 而 且 加 奥書 者 也 必 不 可 有 外 見 而 巳
延 宝 二 年 弥 生 中 七
季吟（花押）
と あ る 。 刊 本 の 奥 術 に あ る 「 丙 申 」 は 明 暦 二 年 （ 一 六 五 六 ） で あり 、 延 宝 元 年 （ 一 六 七 三 ） に 板 本 と し て 公 刊 す る ま で 、 十 八 年 にわ た っ て 、 季 吟 は こ の 伝 本 に よ っ て 門 人 に 教
示してきたのである。
こ の 家 伝 の 本 を 出 版 し て 一 般 に 公 開 し 、 そ れ に 「 不 用 之 儀 」 が あるとし、
























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































（ あ か は ね
ま な ぶ
そ の 盲 目 の 涼 像 を 拝 観 す る 。 そ の 祈 の 記 串 が 乙 州 本 の 『 笈 の 小 文」に 見 え る 。
わじゃう
招 提 寺 鑑 真 和 尚 来 朝 の 時 、
船 中 七 十 餘 度 の 難 を し の ぎ た ま
っ a
" L "
ひ 御 目 の う ち 塩 風 吹 入 て 、
終 に 御 目 盲 さ せ 給 ふ 涼 像 を 拝 し て 、
L
づく
若 葉 し て 御 め の 雫 ぬ ぐ は ゞ や
乙 州 は 「 笈 の 小 文 』 の 出 版 に 際 し て 自 分 だ け に 芭 蕉 は こ の 紀 行 文を 残 し た と 記 し て い る が 、
実 は こ れ に は 異 本 が あ
り、
三 種 類 が 知
られている。その異本（雲英本）に発句が、
青 薬 し て 御 目 の 雫 拭 は ゞ や
と な っ て お り 、





背 葉 し て 御 目 の 雫 拭 ば や
と も あ り 、
芭 蕉 は こ の 句 の 初 五 句 を 「 青 葉 」 と も 「 若 葉 」 と も 両
様 に よ ん だ こ と が 知 ら れ る 。
と す る と 芭 蕉 の 念 頭 に は 青 葉 も 若 葉
も 同 じ よ う に 記 憶 さ れ て い た か も し れ な い 。 そ の 両 者 を 合 体 し て春 か ら 夏 へ の 季 節 の 移 り を 効 果 的 に 表 現 し た の が 、 「 奥 の 細 道
j
の 日 光 の 条 の 「 あ ら た う と 冑 葉 若 葉 の 日 の 光 」 だ っ た の で は あ るま い か 。
岡 山 大 学 名 営 教 授 ）
紀 要
研 究 室 受 贈 図 書 雑 誌 目 録 II
大 阪 大 学
8 本 学 報 （ 大 阪 大 学 大 学 院 文 学 研 究 科 8 本 学 研 究 室 ）
大 妾 女 子 大 学 草 稿 ・ テ キ ス ト 研 究 所
研 究 年 報
大 要 女 子 大 学 紀 要 ー文 系| （ 大 要 女 子 大 学 ） 四 三大要国文（大要女子大学国文学会）四二岡山大学
国 語 研 究 （ 岡 山 大 学 教 育 学 部 国 甜 研 究 会 ） 二 五
香 川 大 学 国
文研究（香川大学国文学会）三五
學 習 院 大 學 國 梧 國 文 學 會 誌 （ 躾 習 院 大 半 國 語 國 文 學 會 ） 五 四学 術 研 究 ー 国 語 ・ 国 文 学 編
l





現代日 本 文 化 学 科 縦 （ 活 水 女 子 大 学 ） 五 四
金沢大学


















言 語 ・ 文 学 ・ 文 化 （ 中 央 大 学 文 学 部 ） 一 0 七 ‘
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